楽府詩関係年表
	世紀
	王朝
	関連事項

	BC３


	秦

前漢



後漢


三国･魏

西晋


東

北　　晋


宋

朝　　斉
梁


陳


隋

唐


五代


北宋


南宋
	宋玉（BC3世紀）
漢高祖（在位BC206～195）
武帝（在位BC141～87）／楽府の設置（BC122～117頃）
成帝（在位BC33～7）の頃、鄭声尤も甚だし。

哀帝（在位BC7～1）、楽府の鄭声を罷めしむ。
210　曹操（魏武帝）、鄴に銅爵台を築く。／211～217　建安文壇の隆盛
魏文帝（在位220～226）期、「相和」十七曲を一部構成で演奏。
魏明帝（在位226～239）期、「相和」十七曲を十三曲に。また、二部での演奏に改編。

273　荀勗、楽事を司る。翌年、笛律を改め、太楽・楽府に下す。

311　永嘉の乱により、西晋王朝の伶官や楽器は離散。
～離散した漢魏晋の音楽、北朝の前梁に伝わる。＊
376　前秦の符堅、前涼を滅ぼし、漢魏以来の音楽を得る。それらは後に後秦へ。＊
417　劉裕（宋武帝）、後秦を滅ぼし、漢魏晋の音楽を北朝から奪還。

424～453　元嘉年間、張永『元嘉正声技録』成る。
459　王僧虔『大明三年宴楽技録』成る。／478　王僧虔、上表して三調を論ず。

北魏の孝文帝・宣武帝、南朝斉に出兵し、漢族の古曲・新声を奪取。＊
梁代の初め、沈約『宋書』楽志成る。
554 宇文泰（北周文帝）、江陵を平らげて梁の楽器を奪取。＊
568 釈智匠『古今楽録』十二巻成る。
589 隋の文帝（楊堅）、陳を平らげ、南朝宋・斉の旧楽を獲得。
（658 李善『文選注』六十巻を表上。）
呉兢（670～749）『楽府古題要解』一巻を著す。
（945 『旧唐書』成る。）
北宋末頃（～1127）、郭茂倩『楽府詩集』一百巻成る。

鄭樵（1104～1162）『通志』楽楽を著す。
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・「関連事項」のうち、末尾に＊を付したものは、南北朝時代の五胡十六国・北朝での出来事を示す。
・本年表の一部は、柳川順子『漢代五言詩歌史の研究』（創文社、2013年）第五章に収載。
